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【１ 小畦立て播種機がより使いやすくなります】 

○ 尾輪やレーキスクリーンの装着、や取付けバーの強化、ブラケットの追加により、４条の小畦
立て播種機がより使いやすく頑丈になります。 

○ 従来のスライドロール式播種機のほか、大豆でよく利用される目皿式播種機も利用できます。 

尾輪
装着することにより運転する

人があまり後ろ見なくてもよ

くなり楽な上に安全です。

レーキスクリーン
装着することにより土の砕けを促進

したり、土塊の飛散を防げます。

ブラケット
２本付けにより播種機の歪みが軽減されます。

チ

ゼ

ル

爪

用語の説明

作業機の高さ調節用のゲージ輪です。

部品を直接取り付けるためによく利用される角

型の鋼材（角バー）です。

播種機を装着するために角バーと角バーをつ

なぎ合わせるための部品です。高さや角度の

調整ができます。

畦と畦の間に排水用の溝を掘るための部品で

す。水はけをよくするために播種と同時に実施

します。

等間隔の鉄の棒が配列されています。

４条小畦立て播種機の改良ポイント

取付けバー
各種に厚みのある鋼材を用いることによ

りチゼル爪などを付けても頑丈です。

目皿式播種機を装着した小畦立て播種機

尾輪

取付けバー

ブラケット

チゼル爪

レーキスクリーン

 
【２ 改良機で作業能率もアップ！】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【３ 適応対象】 
県下全域の水田大豆生産農家等 

担当研究室 プロジェクト推進担当（水田農業） 

〒024-0003 岩手県北上市成田２０－１     TEL. 0197-68-4412  FAX. 0197-71-1081 

大豆小畦立て播種機のバージョンアップをしてみませんか？ 
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改良型小畦立て播種機の作業性能

改良機 (参考)従来機
実施年 2008年
播種機の条数 4条
播種機の種類 目皿式
尾輪の装着 有り
レーキの装着 有り
ブラケット 2本

作業速度(km/時) 2.0～2.2
作業能率(時/ha) 2

畦高さ(cm) 9.1

2007年
4条

スライドロール式

無し

無し

１本

1.6～1.7
4

8.2

目皿式播種機の利用と合わせると能率が２倍にアップ！！

表１ 表２
小畦立て播種機改良の際の追加費用試算例

装着個数 単価(円) 費用(円)
尾輪 3 79,800 239,000
レーキスクリー 4 8,500 34,000
ブラケット 1 60,000 60,000
角鋼材4.5mm厚 3m1本 7,800 7,800

計 341,200
※条数は4条、全部品新規購入で試算

15haで５年使うとすれば、１年で10aあたりおよ
そ450円の費用増加となりますが、全部新規購入
せずとも、他部品の転用や自作部品で対応が可能
ものがあります。


